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第� 2ms 外l引ijf究の現在と未来

上智大学外国話学t，:J¥には、英語学科、 ドイ ツ語学利、フランス語学科、イ

スパニア語学利、ロシア語学科、 ポル トガル語学利の� 6学科と、国際|刻係副

ほ攻、言語学副専攻、アジア文化刷専攻という 三つの副専攻� (専門分野)が

あります。

各学科および出IJ専攻 (専門分野)では、 それぞれの分野の専門家が教育、

研究にあた っています。 「読むJ i書 くJ I聴 くJ r話すjという外国語のI!.Y技

能を徹氏的に訓緋する科目から、 専門的な文|献を講読する科目、通訳の実技

を学ぶ科目、世界のさまさまな回、地域の歴史や、 その実情を研究する科目

など、 多l去な内容の科 目が開講されていますc

第� 2部では、外国語学部の先生万に 「グローパルな世界に生きるJ rさま

ざまな地域、さまざまな社会Jr奥深い� fことばjの世界Jrさまざまな� fこ

とぱjを学ぶ意味Jという 四つのテーマで、文1/;:を寄せていただきました。

専門的な内容を含んだ論文に近いも のも、 啓蒙的なエ ッセイに近いものもあ

ります。どれも ー般読者を対象にした、 読みやすい文章で也かれています。� 

j グローパルな11W!生きるt こ

I グローバルな世界に生きる

人、 園、地球

デヴ ィッ ド� -ウェ� Jセルズ

はじめに

位界について学ぶには多くの時間 と労力が必要です。M j-生児が動 き回った

り発音したりすることを学ぶことを考えてみれば容易にわかるでしょう 。そ

して学校に入れば\生徒はそれぞれの多様な J!}J 心に応じて多くのことを~，/:び

ます。我々は学習に必裂な時|品lや労力をあたりまえのこととして受け止めが

ちですが、 学科1は自動的な プロセ スでは決してありません。教育 とは、 知

日 i;~、価値、そして!恐怖といったいくつかの 一安素を結びつけて人間の別解力に

まで市める と いう チャレ ンジにほかなりません。それは J ~iJ かれた，13考、心、

そして独創性を必要とするのです。

このエ ッセイの読者はすでに世界について多くのことを学んでおり 、さら

に多くのことを学ぼう としている人たちでしょう。 私が考える本山のJ:N.-tiの� 

1j微をいくつか示してみましょう。

まず、皆さんはすでに日本訪を何年も 勉強してきているはずです。そして

日本認を学ぶ過程で 「外国語」 を日本間から識別するのに必要な何らかの文

化的特性を身につけているはずです。 もちろんある 人にとっての外国はりIJの

人にとっては本凶です。つ まり文化は私たちの本本的な経験に根ざしている

のです 興味深いことに「国」という 渓字は外凶誇という言葉の中にも使わ

れています。実際、ある言語は数多くの311;なる凶で広 くJiされており、世界

中でI活されていると いっ てもいい くらいの言語もありますりそして囲内で只

なる言語が用いられている国もあ ります。 言;[;と|主|とは必ずしも� 1対� 1で対

はないのです。あとで私が議論 したいと思っているもう一で、応しているわけ

つの問題は、 国がそれぞれの人に とって異なる意味をもっと いうこ とです。� 
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~'~ 2古1I 外|副i)1究の現在と未来

読者はまた上智大学や外国語学部といった組織にも附心をも っていること

|刈でしょう。このエッセイを読み終わる ころには、皆さんは上科大学:の国際

係Jltiiについても何らかのイメージをもつことになると思います。1969年以

米、外国語学部は国際関係論を勉強したい学生に対して国際関係副専攻とい

うプログラムを提供し、最近では、 専門分野としての国際関係研究を設けま

した。また、大学院には国際関係論専攻があり、現在ではグローパル・スタ

デイーズ研究科の中に位置づけられています。

国際関係論ときくと直ちにいくつかの考えが煩に浮かんで‘きます。 一般的

には国際� (international)という朋訪を用いる場合、国� (countriesl という

ものが存在することをあたりまえのように考えがちです。私たちは世界ある

いは地球という用語も用いますが、 これらのJ羽詰から辿想することがらと、

lr

係をむすび、公的な l:.ìï:iを繰り広げるのです。これらのことを勉強しなが~

同 125 という 言楽から辿恕されることがらが、若干 )~11 なることについては多く

の人の賛同を得ることができるでしょう 。私はあえてこのエッセイのタイト

ルを「人、園、地球」としましたが、それはこの:つの川語がわれわれ自身

や世界について見なる視点を提供してくれると考えたからで、す。このごつの

視点は国際関係を学ぶに際してk，常に作発 (I~ といえます。

以上述べたことを要約すると次のようになります。読者の皆さんには、日

本の文化と日本を超える何かについての皆さんu身のH(.T心をもって、この

エ� yセイを読んでいただきたいと患い、ます。自分とt佐川について'戸ぶにつれ

て、皆さんはltlや附界を意識するようになり、� 川公的」ということが何を

意味するかについて関心を持つようになり、上智大学ではそれがどのように

考えられているかを見てみようという気になるでしょう。私がこの問題につ

いて以ドで述べることをどうか半抱強く 読んでもらいたいと思います。� 

People(人)

日常生活で人々が行うことを描なすることは以が泣く なるような作業で

す。人々は考え、そして話します。彼らは歌を歌ったり、削ったりもしま

す。ものを作ったりそれを交換したりします。 人々はこ のようにして相互関

1 グローパルな 世界に生きる

ら、私たちは哲学や文化、� 'i:泊、政治、宗教などについて語ります 現在にD

おいて人ii¥jの過去を研究することは、}記、!とを!日1究することであり、人間のif1 

{UJ ば ~!~: Hjの形で、さまざまに表現されていますυ 科学は私たちの周りの世界

についての知識を与えてくれますし、技術は私たちが世界を私たちのために

変位することを可能にしてくれます。人間は無数のやり方で� l止界の中で行動

するのです

私がこのエ ッセイを占いているときやみなさんがこれを読むときに行って

いるように、人間は自分自身と世界について思索をめぐらせます。私たちが

人生を共有するとき、私たちの主観的な理解は問主観的(intersubjective) 

理解になります。 もしあなたが r1~iが好きである j と言い、私が 「犬が好き

だjと言うならば、私たちはおそらく人間の好みは興なるものだと考えて相

したいと思った場合、それは弱国の国民にとっては全く 違う問題を意味しま

す。独立を保ちつつ自分たちのボ柄は自分たちで行うという選好は、隣国の

支配布とは異なるは力、りでなく、その支配者が自分たちに対して何をするの

かについての懸念、恐怖、不安の!万、因ともなるのです。

人々 の官lIi純聞や選択はたとえそれがささいな事柄にl射するも のであって も

互いに貝なる可能tl:があります。|時には協力 しあうことがね易にできます

が、同には互いに対立し紛'"[1に=í~ ることもありえますご これはさまさまなレ

ベルでI1τじますが、ここでは国際関係において生じる問題について政IV]した

いと思います。使節fl~ を互いの岡に対して送るという単純な友好関係として

間際|泊係をとらえることもできますが、戦争といった複雑で敵対的な結果を

招 くこともあるでしょう 。人聞は土地や資源のような物質的な価値を重んじ

るのみならず、象徴や思想のような非物質的なことがらをも重視するので、

協調や紛争の可能性は人間行動の広い範囲において生じるのです。

私たちが国際関係の歴史を振り返るとき、稲を育てたり船を造ったりする

方法を共有することは過去常になされてきましたが、同時に他の人々を征服

することも行われてきました。国家間を旅行するために必要なパスポートが

*:

手を時重するでしょう。 しかしながらもし強固の支配首が周囲の弱国を征服

考えだされてからわずか200年くらいしかたっていま せんが、文化や宗教、� 
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お2 0";1> 外1"1fUI究のlJ[イlと未h 

l改iilil岐によ ってJf;作 られた人々 のアイ デン ティティーは何下年も前にさかi'1 j

のぼることができますっ近代では人々 が� '11 .分三ちを国に関連iJけるやりんや

国を通して相liI拡l係を 1¥">(り結ぶや り方にl¥ ~J iJ?d:i.i:立がは らわれて きましたF

こうし て息た ちはこのエッ セイの次のテーマ、すなわち固に到達しま したc 

Countries (国)

凶の慨念{立大昔にさかのぼ りますc ¥Jt界の さまざまるごと ころで人々 は凶が

彼らに とってMを立l同ょするかについての彼 らの与 えを何千年に もわたって発

展させてきました。III代ペルシャやアテネ、ロ ーマ1行問やi英王iWlでnまれた

国についての与え方はそれそれ全く 異なる ものです。実際、今日でも人々 は

自分の|王|が何であり、fiiJであるべきかについて全く 典なっ た考え方を持って

l グローハルなl世界に生き る

がれているという軌跡です� lここ でi=i立 していただきたいこと は、午:J..は 戸イ� 

7リアjという 舌尖ーを使っ ていない点です イタリアという凶家は19¥り紀後

史的、法的、政治的、!匠、多くのIHjこのーにはじめて成立するからです!、「

文化的変動が"1ーじ ましたρ もし15世紀フィレンツ ェの市民が突然今日 め シカ

コのダウ ンタウンに辿れて こら れて、� 12110)記のアメリカ合衆国という 国涼� 

(statol におま えは今いるのだ」 と告げ、られた ら、� iJJiは混乱するどころの

請ではないで しょう コ

過去数世紀の¥lIjに1m家はその内部から変化し、 日Ifや十)1'1/11也の様相を失い、

行政権の もとでコントロールされ固定的な境界をもった領土ーのよう なものに

なり ました。l!il家のJE配者たちは、Wiらの|主|家lよ白作性を拘ってお り、他国

は彼らが行うことに干渉する権利はないと主張する ようにな りましたr そし

で生きる 人々は国家に対 してJι誠心をもつべきである、あるいは

j丈のお互互.いにひと つσ) r民』絞 

いますっおそらく� 11本人は自分の¥"1をいくつかの%なったレベルで考えてい てI:tiJ家の''1.

るのではないでしょうか。たとえ ばあ る人にと って問とは信十ト1 (長野県lで h成u を +構'~ 史するメン/八、 一 としてl耳 

あったり、 日本であったり しま すτ 他の人にと ってはも ちろん悶と は日本で

すが、 その人にとって� II:l本j とは長い舵史をもっ文化を意味するかもしれ

ないし、また他の|正!とのrfijに経済的政治的関係をもっ政治的単位と してのな

味をもつかもしれま せん。読者の皆さんにと って 「陸IJとは何でしょうか?

私たちが囚lzf悶係を'Fぶとき、� II，jJ の定.ぷがすぐに問主主と な:)ます た

"I{

という考え方が定1芯5してきたのです 3

これ らの 「凶J (coumries)は何をするのでしょうかο 今¥:1でに¥"1:ま紙幣

を印刷lし、 税金を徴収 し、� 1を執行したり しを動員 し、 宇奈1斉政策をたて、� ;、

ていますっ|買に|則する政治モデルが過L3-4"UI: *~の問、とりわけ川 IJ I 紀末

から� 19世紀初日!j'[にかけてヨーロ ソノfを仁ド心として広がっていき、さ つにiCJ世

-Jfしいスペイン」干で1if を'，T吉すると き、 紀末から 201佐紀末にかけて帝国主主やmHI I" 民地化を絞て t~; 治、っていくと、 j!Í1;がアメリカ大-EIとえば、スペ イン匡� 

それはド|王の倒人的な所有物としてのぷII~( をも つのでしょうかω あるいはス {に凶家の標ì\f~ モデルというものが11近!との流れの '1 ' で )f; f'1られることに なり ま

決 して終わることはないのでしたコ このプロセスは まだ終わっていませんIjを意味するのでしょうか。あるいはもっと何かり� 1)高iiペ インの� f[土の のもの4

を指すのでしょうか。太平洋の小さな鳥であるニューカレドニアはフランス す。これらの凶々� kountries)の政治、社会、続出なとを比� 1史γる数多く'

を、 この1キわる ことのないプロセ スは在、たちに示 してくれま すの行Ii女ijiμ であり、「フランスjという凶の一部として抜わ礼ま� j しかし の lj'Jifji

そうでしょうか?これらの い くつかの問題を解決する 一つの� rnよは、凶� ここから� r[玉|際J (internatiunall というもうひとつの用語へと 議論は発

ountries )ではなく国家� (statcslについて折ることですd これは私た ち !反 し てい きます ー 今 日 使われてい る 「国際」 という l::i.~'~ は、これ まで私が説

が国際|品l係を学ぶ|僚に有誌な仕掛けですが、それ自体問題を含むことも 唯か 明 してきたlが史やililj度と切 り離 しては:0:川、を付ち ませんο 実際、 国際という� 

ですっ 3非は� 191仕紀末まであまり悦われませんでした。そして 「国際関係Jや� [同

(仁� 

近代間不のH史にはある軌跡、がみられます。 イタリア� T烏(こ仔在する政治� 

iP.f立¥111で14位紀に用いられていたstatoという川語が現(tに亘 るまで受け継� う言葉ではなく国際 という慨念が怠l味するところを考えてみ ましょ う。いつ� 
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と未来J)!{I研究の111'外� 1¥古2江~ 

1¥でー告lたんイiiJ千年も� liijのllil々 の'i� の集lτJIが他の集同と自分たちとは迎うと� えることを 可能にし ます‘与-

l グローノミルな'l1l:Wに11ーさる

え始めたとき、� fl玉l際 |ということが止じる可能性が出てきますコそして、

近代国家や国民国家が形成されたとき、同家!旬、� IJlI民国家間の相互関係も/F 

Uあるような形で生まれたのです。人身 のアイデ ンティ ティーは、 ひとりで

に形成されるのではなく、他者との!日!の� IUJ主観的関係に おいて形作られま

す。|長l家間の関係については、� 1/1際社会や国際システムと よべるような関係

もアイ デン|せ蛇と なります。すなわち人もlや国家について語る|訟の[liJが� iij

ティテ ィーを相!L関係から築いていくことが多いのです。� 

TheGlobe(地球)

ょうやく私たちは 世界:全体に主IJ j主しました。 世界についても私たちはさ ま

ざまな方法で品 ることができ ます。刊止界」という 言葉をlirJいたとき、海や

山を足lい浮かべるでしょうか。それとも天候や自然を思い浮かべますか?あ

るいはまた、現在やj品よーにおいてこの宇宙に存在したさまざまな国民でしょ

うか。今日では人々はしばしば 「クロ ーパル化Jについて諮り ます。この言

葉について以下で少し I;'~~ I珂してみたいと 思います。このエッセイ で地球とい

う言葉を用いたのも、この 「グロ一八ル化Jの問題と 関連 しています。この

言葉は、私たちの内部にさ まざまな反応を引き起こ し、 これま で説明した� 

み込まれています。11人々 や固と結びついた思考パタ ーンに主

皆さんはこれまでに よく 「地球儀J(a globe) を見たり、手で触ったりし

たのではないかと思います。それはどのような地味儀だ‘ったのでしょうか?

青色や茶色、総色で示される海や大陸、� LLiや川を示 していましたか?それと

も異なる色で示され、黒い悶境線で領土の範聞を� Ajj碍にされた巽なる 国を示

していましたか?皆さんは地球儀を� 111111忘させ、地球が太陽系の一部である こ

とを思い出したのでしょうか?他の場所ーから 自分がどれくらい離れているか

を知るために距離を測ったりしたのでしょうか?おそらく皆さんは自分の

知っている人が1Jんでいる都市を探したかもしれませんね。地球儀とは私た

ちの地球について ~}:ぶ絶好の道具だ と言えるでしょう 。 それは私たちの想像

力を ~il J 激し、私たちが知りあった人々のみならずまだ知ら ない人の人生を考 

18 

ぷを I也J;kí義か ら 地.f;j(に戻すと、いかに私たちが人、凶、地球といっ た ~II~ な

るレベルの問題を想像できるかがわかると立川、ま すs それぞれのレベルは付

記のものの見方や理解を必要としますが、すべてのレベルは結びついてい ま

す。それらは私たちが~:殺するしないにかかわらず、私たちの人伶に影響を

及ぼします。たとえば、私が列車.に来って友人に会いに行 き 食事を -~常にす

るとしましょう 。夜、はおそら くだれが鉄道を発明したかとか、 車両の原材料

がどこから来たかなどとい うこ とに注意をはらうことはないでしょう。食物

の原材料がどこから米たかということやレシピについても心をわす‘らわせる

ことはないでしょう 。実際、もし私がこうしたことに関心をもち、探求し始

めたら私は残りの人生すべてをつぎ込まなくてはならず、その結果、友，¥と

の食事は決して実現しないでしょう。

私たちの地球ではすべてのこと が結びついて全体を構成 してい ます。それ

は、 生態系が有限であるからではなく、地球� uこ住んでいる人々の生活が交

£しているからです。何Iiト紀もの問、人々は|茎|に 「所属している」と考えて

きましたー今、私たちはグ ローパル化する世界、 すなわち地球に 「所属して

いるJと感じる ようになってきています。 そのためある人々は混乱し、おそ

れおののいていますが、他の人々は希望や勇気に満ちていると時じています。

上智大学における「国際関係論j

国際関係論という 学問の分野は、このエ ッセイでこれま で私が述べてきた

問題をすべて扱い ます。先生方はこれらの問題すべてを一岐に扱うことはし

ません。個別の問題がそれぞれの授業や本や論文の中で扱われます。 歴史や

政治、経済や文化、 社会行動や人山の思考、 *事やj去といったさまぎまな待l

域が国際関係論のrtに含ま れるのです。この短いエ ッセイの中でこれらすべ

ての領域について説明することはできま せんが、彩、は上千111).;J?:で学ぶことが

でさるいくつかの間題について概観してみたい と思いま す。

まず、 国際関係副専攻の講義科目から話を始めましょう。 国際関係諭、� |主|

|際関係史、外交政策、国際経済学、[;tj際社会学、戦争と平和、比較政11ド干、� 
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比t :y，，、会4訂社蚊|絞攻� J Jfλ シントンの国防総省を攻喰したことは 世界中を涜憾さ せました 3 これ らの出

んこれら以外の利 1"1司カがf吐よ二 tiV1大学の他の，う午、:ア;::蔀都I ~1 iヰ|では枯智 浮学詳;干苧科 1i沼目 講 さ れていま すす-が、

したいと思います。9-j[:こでは副専攻の利下!に限定して説� 

ある ~IYf4長-午 I R には 「匡l際 j という 言葉が含まれ、他の科目には 「比較 j や

「グローパル」という 言葉が用いられていることに皆さんはすぐにお気づき

になるでしょう o これは皆さんを混乱させるためにそうしているのではな

く、 地球や世界について学ぶ際に異なるアブローチがあることを示したいか

らこうした異なる言葉を用いているのです。もちろん、これらの用品ですべ

ての異なるアプローチを代表させている わけではありません。

「国際Jと「グローパルJの違いについてはすでに述べたとおりです。 多

くの場合、これらは明侃に|差別することはできません。人々が自分や世界を

どのよう にとらえるかが変化しつつある剥代においては特に区別しに くく

なっています。

1開 こ� 来事はそれから何週間にもわたり 主攻なメディアを通じて報道され、学校で

はそれまであまり関心が払われなかったテ ロリ ズムや非政府ーアクタ一、宗教

や、非対称的な紛争などが一挙に注目を浴びることになりました。2008i下に

はアメリカの住宅ロー ンに端を発した金制!危機が世界中に伝播し、政界経済

を不況へと導く ことになりました。誰もが以前よりも注泊、深く各国の金融制

度お よび同際金融制度を検討し始め、グローハルな企織に対する規制への関

心が集まることになったのです。

もちろん、凶際関係山~: i毎日のニュースにあらわれる時事トピ ック に対す

るコメン 卜にとどま るものではあり ません。 1 ' 11努 I~i;必J-;こ関する 長期的な傾向

やぷ本的なパタ ーンをfftWiするための枠組みは11寺問をかけた研究の産物であ

り、これこそ国際関係論がめざすことです。難しい!日iJU:こどのようにアプ

ローチしたらよ いかは、人によ って考え方が違うでしょう。そして、人、� 

「比較j は何が r l:r~際J であるかを学ぶ|努に重要な手掛かりを与えてくれ

るでしょう 。一般的に比較できることがらは一つ以上の国の中には出すこと

ができます。それは政治や経済であるかもしれませんし、文化や法、あるい

は他の視点かも知|れません。しかしたいていの場合、研究対象となる活動が

行われる場所は異なる� 11<1でしょう 。 したがって比較研究を 「国際J rグロー

パル」といったもっと大きな枠組みの付 iに組み込むことができるのです

、凶

ll せ1)、地球にiC

たのです。

たとえば、戦争は国際関係論の主要テーマの一つです。ある人は国際シス

テムに戦争の生じる原因を求めま す。別の人は戦争を起こしやすくする際

を ~内に求めます。 またある人に よれば戦争は国家聞の武力紛争に とどまら

ないもっと俊幸Itな現象です -I::L~実、最近の戦争 は国内で生じる戦争の秘 ~+I を

するおびただしい訟の{ijf冗方法が1lJ門氷によって拠附されてき

いくつかの事例

大学の授業で‘扱われるトピ ックは年と ともに変化します。匡|際情勢の変化

とともに、講義科口名は同じでもその内行はかなり変わります。たとえば、

過去数年間のあいだに附史上の劇的な変化が国際関係論にも 大き な影響を与

えました。1989年にベルリンの僚がj印公すると、*似の人々が阻ヨーロ ッパ

を旅れすることが容易になりました。そして米ソ首脳がマルタで会談し、

11(1叫くしています。このような� -人� 

異なるも のであると考えるのは千lさ過ぎかもしれません。 しかし戦争の規m
や内'rIについて、この二つのタ イプの戦争は非常に異なることも事実です。

戦争はまた、戦闘日が負う法的義務の制点からと ともに、参加者の道徳的規

範という観点からも研究されてきました。

多くの研究者は |止界史の研究や'ilr日の新聞に登場する 「戦争」 の概念はよ

く知っ ているのですが、 国際WI係論のiiJf究者がし、ったん「戦争」について聞

jでノドじる戦争は同家間で生じる戦争と全く

「冷戦」 の終結が'J'( まされたのです。40年以ヒにわたって凶際関係論のクラ

スでT認さなテーマであり続けたトピ ック が突然ii'iえたのです。� を理解するための更なる概念をつ くり始めるのです。実際、戦争にこれほど

I. い';J:じめると、彼らはむ々にして民なる方向に目を向け始め、よりよく 問題

::.2001年9月11日にテ ロリ ストがニューヨー クの世界貿劾センタ ービルとワ� までに人々が関心を担、うJ h f' こ4常・が非ii!¥':は、IUI 興味深いM究テーマだからで� 
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はなく 、靴下 が安全を行かすものだからです したがっ て、戦争を研究する

研究者ーのより大きなコン テキストは 「国際安全保障jであった り 「人間の安

全保障jであったりするのです。この短いエッセイでは、これらの{概念を許

しく検討し、問題に対するお;え を見出す過症でいかに人今 がいく つかの呉な

る方向に場かれるかを説明する余地がないのが然念ですe

もう 一つの研究領J~は粁消です r 斗J主 と 消費 、 貿易 とビジネス 、 貧困 と院l

党などが半なテーマとして取 り上げられます これらのテーマに則する本は

図書仙に行けば山のようにあります。世界経uiはあらゆる場所に住む人々の� 

I[jliiに;必枠を与えるがゆえに、� kきなチャレンジといえます。世界経済は国

際WJ係論にと って も大きなチャレ ンジです。 というのも経済において生じる

さまざまな問題は政府の中だけで起こるのではなくね 会の巾で生 じるからで

す。 このため、 ìii~~fJを分析する際に ほ真っ先に政府と 軍隊が念頭にぽかぶの

に対して、それと はかなり 異なる悦点が経済分析には必;22ーとなりますliJi伝

liJ~~ 2ì'fl~ 究のm伐と」、;J( 1 グロ ーパルな世界に生さ る

る絞数のアク ターが集まったと ころで生 じますみ長期間にわたって国家の数

が培えていくと、ヨー ロ y パの，~It例の rll から外交のプロ トコ lレが他立されて

いきました。 しかし 今Hにおいても析しい外交の析しい 形態がうまれてお

り、たとえば、副|在フォ ーラムや凶際機関のI[Jに見1出すことができます 2 外

交|苅係は国家のみならず非政府組織� (NGO)あるし� aはEUなどの組織をも 包

合した形で展開きれるよう になり ました。M幸a革命も また外交に大きな影空l

をノ土lまし ました。

人々は国際関係や世界政治を150年以上にわた って党鹿してきた国|務相殺

と 結びつけて理解し よ うと します。 ~I 界貿易機桃のような由際貿易のルール

をつくる組織もあり ます。 また、世界保健機備の ようにエイ スの感染を防い� 

不インフルエンザ)11(だり 、品インフルエンザや以近の新型インフルエンザ

なと 世界規模で流行する病訂を防いだりする組織も 1Jí 要です。1t~も重攻ーなも

のは言 うまでもなく 国連です。|主|辿 は|主II(~.:安全保|噂に第一義的な五任 を t-"! っ

経済においては多くの協力関係が政府間にも人々の問に もみられます その

ような協部!なく して飛行機は各国の領壬を横断して安全に飛ぶことはできま

せんし、 財は遠距pffi~!1命送によって遊ばれることもないで しょう。人守 は rrïJ誌

における交換を可能にする通貨を持つこともできないでし ょう。

全ての人々や図が政治や経済において完全に意見を一致させることができ

るのであれば、ある純の調和が存在することになり ます。これはしかしすぐ

には起こりそうもありません。幸いなことに全くの不品別uも存在 しません。

どのような集HiもI札制から何 らかの利低を刊ることができるから です ‘グ

ローパルな環境がその一例です。宇宙の生態系は全ての人に影響を及ぼすも

のです。環境汚染は特定の人々 にとって、他の人々以仁に白接的な影響を放φ

!ましますが、実際は全ての人々が地球の改んだ7日比ャき れいな水や地質に

よって恩忠を受ける はずです。政治的経済的な持続可能な充足は、 ここ数ー|

年で1 材難に直l際関係論の一つの主要テーマになりました。交渉はしばしば11，

面し、その結果は理想的なものには程遠いのが通常ですっ しかし環境に関す

るグローハルな交渉は続けられ、合:O形成の努力がな されているのです

交i歩は外交という 相互い係を通じて行われます。外交はI)¥J iを代去す¥J 係}Jlli

'i

要な 役割を占拠 たし ます。2000if.'ー に採 択 されたiVIillcflni um De¥relopm ent 

Goalsは 以後モニタリ ング され、 201 5 i l-'. まで..(..:達成すべき非~;E' に野心的 な国

際基堆を設定し ましたc

過去60午以上にわたってさまざまな活動が行われてきた分野に人杓があり

ます。人権が認め られるま でには数百午の歴史を裂しま した。思想家た売は

人権~1lJ{念を椛築し 、 国家によ るは、的な人縦保設がゆっくりと進んでい きき し

たο しかし ながら、第二次大戦終結から現在にいたるまで大 きな変化が人怖

をめぐ って生じま した。このII¥J、人権を助長 し、 雄投するための凶際規範子

国際機関が飛躍n力に整備 されたのです。これこそが、人、園、地球の特びf・j

きの典型的な例だといえるで しょう 。人権は人々に帰属するものであり、制

度に よ ってつくられたものではな いと 言われています。 人権j4~訟の基準がど

のように!1f史的にi住民 してきたかは|主|のレベルに見出されます。 グロ ーパル

な#準 として、人怖はI J に住む人々を結びつけ まJilの レベルを� 也えて地球� k

す。こうした傾向が将求的にと のように進展 していくのかは不透明ですが、

人怖が国際関係論や 世界政治に大きなインパク トを与えたことは疑いのない� 

ていま すーそしてその他の分野� (たとえば気候、� :fJ;抗、� r発)において も主m
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事実ですっ

クです。売にγの移動は絞近多くの人々の閃心をひくようになったトピノ、

述べたように、ベルリン の壁の崩j裂と冷戦の終結はこの人の移動の問題に密

按に|共l係しています。 事H民間短は軍事的、 政治的結済的状況と結びついた大

問題です。 経済的な目的のために人々が移動するとき、あらゆる文化接触や

グローパル化の過程がま じます。 国際関係にとどまらず、人類の歴史の多く� 

二じる'1して人々が移動するところからJ<:的を迫ょHはさまさまな物質的枯神的

ものと 言えるでしょう。

以後に、 国際関係論の「比較Jの側面について少し説明します。何かを比

較することは大昔から行われてきた方法です。夜、たちのエネルギ←や経験は

限られているために、私たちがあまりよく知らないことを、知っていること

l グローハルな世界に生きる

係論という 分野において国際問係を学ぶことはW¥にIIII白くわくわくするよう

なチャレンジです。人、 回、地球は勉強の� IJ:界への人 竹口なのです。J

(制j ~R 槌;岐由美)� 

と比位することから多くを学ぶことができます。また、� jヒ史することによっ'1

て相辿点と 同時に Yj~ f以点をも知ることができ、比 '1比していることがらについ

てのより深い洞察を何ることができます。

たとえば、今日私たちはよく 「デモクラシ 」について諮 ります。どのよ

うにして民主主義国がデモクラシーという政治体制を確立 したのでしょう

か。そもそもデモクラシーとはMでしょうか。 一定期間における複数の固に

おける政治変劫を研究することによっ て「民主化」のプロセスを見た坊合に、

私たちはデモクラシーという復祁な政治的社会的現主主についてより正確に理

解することができるでしょう� O

比'Il之の視点で粁済や社会を見ることも同じようなだ、昧で重要で、すO ある 匝|

はある特定の経済政策をとることによって車かになりましたが、それほど成

功を収めたとは言えない凹もあります。 教育や健康保険制度や所得の平等と

いった点でよりよい)反応をあげた[1:]もあれば、そうでない国もあります。こ

れらの分野における実際の政策や成以についての国際比較はまLI的に面白し、だ

けでなく、実時的な重要性をも持っています。

おわりに

世界について学ぶことは私たちすべてにとってのチャレンジです。国際問� 

ξυ 
ξυ 
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